


























































あるL 培養基を融解しベト F皿に注入して固化せしめその中心に寒天培養菌叢の 1片，径2
mmの小円盤を移植して 50Cから 360Cまでの9階扱の恒温器中に保ち， 3日後bよぴ4日後
I'C各々その発育菌叢の直径を測定した.その結果は第1表及び第1図衰の様である.








第 1表 Fusarium bulbig問 umvar. nel間 bicolumの菌獲の発育と培養温度との関係
湿 度【C) 6。 10 15 2(1 24 
4.0 15.8 22.8 
菌援の直径 4 日後 + 10.1 25.2 35.8 
向上引 1d.4 24.1 35.0 
備考引は上段の数値を;0.ムー 3えした数値である.以下同様
(50】 9 “ 
27 30 33 
31.5 26.5 18.5 
43.3 37.5 26.3 
39.9 36.6 22.5 
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間蒸気殺菌した. との内馬鈴薯煎汁精養基8ccに対し N/5NaOH， Nj1 NaOHゐよび N/5
HCl，を第2衰のま口くに滴下して，タラータ及びラプス氏の比色法にどり pH1.3， 2.2， 3.2， 
3.8， 48， 5.8， 7.2， 7.8， 9.1， 10.0， 11.2 irよび 11.7の値を得た.かくして NaOHある





薗叢発育可能の水素イオン濃度の限界はpH2.2から 11.7あるいはそれ以上の様で pH1.3 
では6日後に到るも全身発育ぜやpH2.2では極くわす=かに発育したととを認めた程度で，発
育可能と}まいえないかも知れない.pH 3.2では31.1mmに伸長していた.pH 11.7に.:trいて
第 2表 FmQrIum bulbigenum var. ne/umbico/umの菌重量の発育と培養基の反応との関係
主音発基の反腹(pH) 1.3 2.2 ・。4・。. 3.8 4.8 6.8 7.2 7.8 9.1 10.0 11.2 11.7 
添 1踊 滴 教戸 27 1 5 “ 。 1 0.5 ・。. 5 8 17 30 15 
日後 。。17.6 26.8 26.8 37.9 38.6 39.0 36.6 26.8 16.5 7.9 
直径 日後
。土 31.1 60.5 67.6 68.6 72.3 60.0 51.4 43.6 28.0 12.6 
S 司‘ 。土 28.2 47.4 68.6 66.8 68.3 60.9 61.6 41.6 28.g 13.3 
!Cfo習 得培養基の pH調整のため馬鈴薯煎汁寒天矯養基に NJ6のHCl(pH 1.3-4.8)或は NaOH
(pH 6.8-11.2)を添加した滴数.pH 11.7はNj1NaOHを加えた.s“は;;<.ムー 且した数
値である.
- 3ー (61) 










12.0 11.0 10.0 8.0 8.0 7.0 6.0 6.0 4.0 3.0 
胞子の韓芽と反鹿との関係
葡萄糖2%カ日用馬鈴薯煎汁〈馬鈴薯50g水 l000cc)を作り 8ccゃっ試験管に分性し前記の
如くにして Nj5NaOH， Njl NaOHまたはNj5HCl:を滴下しpH1.3から 11.7までの種々


















































































































































11.0 10.0 9.0 8.0 7.0 6.0 6.0 4.0 3.0 
との結果を見れJぽpH2.2から 11.7の範囲において発芽していた従がって胞子発芽のpH
限界は1.3乃至2.2の聞から pH11.7あるいはそれ島仁とに及ぶようである. 術発芽最適 pH
は7.2で 84.9と最高発芽率を示じたなゐ良好なる発芽をと示すpHの範囲ぽpH3.8乃至7.8
であった
ヲたに発芽管の長さにおいてはpH3.8， 4.8， 6.8 ~よび 7.2 でよく伸長した. 殊にpH4.8 
で最高の 182.5μ に伸長したが，その他に沿いても伸長に大ぎな差を認め得なかった
















第晶表 Fusaγium bulbigenum var. nelumbicolumの胞子の死滅温度
虎連時間 5 . 分 問 10 分 . 問
虎理温度 46 48 60 62 64 66 46 48 60 62 54 66 
制 州 柵 * + 土 制 柵 * t 制 柵 * * + 制 * t * 発芽寧%削 81 76 60 48 32 30 79 76 4-5 40 6 0 
備考骨温湯虎理した胞子を寒天培養基上に蛍布してその後の菌叢発育の多少を調査し先発育程度




















あった.以下11種の薬剤を比較して見ると，硫酸銅 20~ 6.8.u， セレザ>'21%7.9.u，ノックメ










第 δ表 各橿薬剤の F凶 ariumbulbigl!num var. nelum1Jicolum 胞子の発芽に及ぼす影鱒











6). " O，OOO 倍波






13).昇 衆 1，0(.) 0 倍液
14、." o ，0 0 0倍液
15). グ 1 (.)，0 0 0借液
16). グ o o，O 0 ()借液
17).石炭酸 1，00 0 倍波
18). " 5，0 0 0借波
19). グ 10，0 0 (.) 
20). クロー ルカルキ 1，000
21). 5，00(，) 
22). グ 10，0 0 0 
23). " 5 O，G (.)0 
24). 1 1 (.)0，0 G 0 
25). グ 50 0，0 (.)0 
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